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点 滴 穿 石
一滴一滴の水滴が同じ位置に落ち長い年月を経ていくうちに、硬い

石にも穴を開けることが出来るそのことから、『小さな努力でも根

気強く続ければ、大事を成し遂げることが出来る』という事のたと

えです。

君たちは、それぞれに努力を続けてくれています。その努力の積み

重ねが、きっと実を結ぶ時が必ず来ます。各自が思い描いている夢･

目標に向けて、毎日の積み重ねを大切にして頑張っていきましょう。

４０歳を超えて大リーグで活躍しているイチロー選手が、次のよう

なことを言っています。『夢を掴むということは 一気にはでき

ません。小さな事を積み重ねることで いつの日か信じられ

ないような力を出せるようになっていきます。』あれだけの大

記録を打ち立てた選手の言葉です。皆さんも小さな事の積み重ねを大

事にしていき、最終的に目標をクリアして夢を掴むようにしていきま

しょう。

小田北中生頑張っています！

契沖顕彰短歌大会で学校表彰を受けました

園田学園女子大学で行われた、第１５回契沖顕彰短

歌大会の表彰式に参加しました。小田北中学校は、毎

年多くの作品を応募したことで感謝状をもらいまし

た。また、個人でも次の生徒が表彰されました。

【表 彰】

尼崎信用金庫賞 伊藤 未桜

「ありがとう それは心がほかほかと

あったかくなる まほうのことば」

読売新聞大阪本社阪神支局長賞 三上 史華

「秋の空 なんだか青い画用紙だ

白い絵の具で 何を描こうか」

契沖賞 眞嶋 千穂

「お留守番 嫌だったのはいつもより

広い部屋と 響く秒針」



な か よ し 作 品 展 ・ 児 童 生 徒 文 化 発 表 会 へ 出 展

１月２５日～２月５日にかけて、尼崎市総合文化セン

ターにおいて、尼崎市内の幼小中学校の児童・生徒の作

品展(なかよし作品展・書道展・美術展・図工展)が開催

されました。小田北中の生徒の作品も数多く展示されま

した。たくさんの保護者・地域の皆様ご来館ありがとう

ございました。

☆第 45 回 なかよし作品展

「スエーデンししゅう」「ペットボトルランタン」

「ペットボトル万華鏡」

3 年 ･･田中 芹奈、稲垣 愛希子、城間 大空

橋本 元、大塔 雅也、本田 智尋

2 年 ･･津留 優太、高山 航輔、近藤 瑛大

☆書道展

兵庫県中学校総合文化祭書写部門

特選･･･松田 優香(２年 )

入選 ･･･岸本 そら(２年 )、小山 佳那恵(２年 )

尼崎市児童･生徒文化発表会書道展

入賞･･･松田 優香(２年 )、眞嶋 千穂(2 年 )、

川邉 七夕(２年 )、岸本 そら(２年 )

☆美術展

3 年 ･･岸田 侑子・武繁 果凜・月成 啓人

土屋 憂衣・諸江 遥奈・吉岡 春信

品川 佳希・中村 舞雪・池田 萌乃

加藤 優希・藏本 海七・城間 大空

岡 大悟・篠原 あかね・堅野 駿

八木 拓弥

2 年 ･･小川 晴可・師玉 陽南多・三室 瑛・中林 凜

道盛 航生・天野 翼・酒井 渉志・野口 弥憂香

西村 拓人・宮城 愛・三好 桐太郎・津留 優太

山田 かりん・下村 彪・花城 一颯・宮本 大雅

木下 日菜・佐田 凪・髙瀬 まりん・髙橋 惇子

橋本 拓海・今田 清楓・末崎 桃香・玉澤 奏瑛

森 百愛・中村 優・德井 千夏・渡邊 明花・松田 優香

1 年 ･･岡田 涼弥・洌鎌 魁生・福山 泰和・眞嶋 美緒

松浦 紗月・宮尾 勇輝・吉村 千和・田原 彩乃

松原 青風・宮地 将希・山上 和真・池田 和音

池上 実結・北田 妃来・中堂 融・原薗 優理奈

石丸 侑雅・上原 諒己・定木 悠亮・濱名 美帆

肥田 優人・八木 晴香


